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に400人

集
団
的
個
別
指
導
の
選
定
基
準
開
示
 （
２
面
）

被
災
者
支
援
に
赴
い
て
 
（
２
面
）

介
護
保
険
法
改
定
案
で
談
話
 （３
面
）

被
災
者
の
予
防
接
種
取
扱
い
調
査
 （
４
面
）

主な内容

え
る
。
大
地
震
・
大
津
波
は
も

ち
ろ
ん
、
続
く
原
発
事
故
で
も

繰
り
返
さ
れ
た
「
想
定
外
」、
科

学
的
な
論
議
が
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
で
ど
こ
ま
で
深
め
ら
れ
て
い

た
の
か
▼
手
術
に
臨
む
医
師
た

ち
は
あ
ら
ゆ
る
想
定
を
す
る
。

「
想
像
力
」も
あ
る
だ
ろ
う
。
自

ら
の
経
験
を
は
じ
め
文
献
検
索

も
含
め
て
科
学
的
な
予
測
を
立

て
る
。
そ
の
知
見
に
基
づ
い
て

予
見
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
展
開
を

考
慮
し
て
手
術
に
臨
む
。
医
療

に
お
い
て
「
想
定
外
」
は
、
人

知
の
及
ぶ
範
囲
に
生
身
の
人
間

の
生
活
と
そ
れ
を
仕
切
る
法
律

が
入
っ
て
く
る
か
ら
難
解
だ
。

医
療
人
は
永
年
、
医
療
安
全
の

課
題
と
し
て
こ
れ
に
取
り
組
ん

で
き
た
▼
し
か
し
今
回
の
震
災

と
大
津
波
、
さ
ら
に
原
発
事
故

ま
で
想
定
し
た
国
会
質
問
が
過

去
何
度
か
行
わ
れ
て
き
た
こ

と
、
高
名
な
原
子
力
学
者
（
故

人
）
が
福
島
県
浜
通
り
に
あ
る

東
京
電
力
の
原
発
の
実
名
を
挙

げ
て
こ
れ
を
指
弾
す
る
論
考
を

発
表
し
て
い
た
こ
と
ま
で
明
ら

か
に
な
る
と
、「
想
定
外
」
が
に

わ
か
に
生
臭
く
な
っ
て
く
る
▼

東
北
地
方
の
各
地
に
は
数
百
年

前
か
ら
「
こ
の
土
地
以
下
に
住

ま
い
を
建
て
る
な
」
と
い
う
石

碑
が
建
っ
て
い
た
と
い
う
。
歴

史
を
作
る
人
々
が
紡
ぎ
だ
す
知

恵
の
豊
か
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

こ
の
国
の
科
学
的
英
知
を
代
表

す
る
よ
う
な
分
野
で
「
神
話
」

が
ま
か
り
通
り
、
被
害
を
拡
大

し
た
こ
と
に
怒
り
を
禁
じ
え
な

い
。
彼
ら
の
頭
を
こ
こ
ま
で
固

陋
に
し
た
の
が
、
伝
え
ら
れ
る

政
界
と
財
界
、
そ
し
て
学
者
の

癒
着
と
す
る
な
ら
ば
、
科
学
や

医
療
は
こ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
？
 

（
光
）

　
近
頃
は
や

る「
想
定
外
」、

無
責
任
な
思

考
停
止
の
代

名
詞
に
聞
こ

危

う

い

被

曝

防

御

続
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ

り
、も
う
一
つ
の
問
題
は
、事
故

は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
、
何
が

起
こ
り
、
い
ま
何
が
起
こ
り
つ

つ
あ
り
、
今
後
ど
う
な
る
の
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
今
回
は

そ
の
中
で
も
、
医
療
に
従
事
す

る
も
の
に
と
っ
て
無
関
心
で
い

ら
れ
な
い
、
被
曝
に
関
連
し
た

　
福
島
原
発
事

故
を
巡
る
問
題

の
一
つ
は
、
今

後
、
原
子
力
発

電
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
、
脱

却
あ
る
い
は
存

問
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
被
曝
を
考
え
る
基
礎

と
な
る
デ
ー
タ
収
集
の
不
足
と

情
報
公
開
の
遅
れ
（
例
え
ば
放

射
性
物
質
拡
散
予
測
＝
緊
急
時

「
迅
速
」放
射
能
影
響
予
測
シ
ス

テ
ム
の
情
報
は
、
ド
イ
ツ
な
ど

の
関
係
機
関
の
予
測
の
方
が
、

日
本
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
遙
か
に
早
く
公
開
さ
れ

て
い
た
）。
ま
た
公
開
さ
れ
た

デ
ー
タ
の
海
外
や
民
間
研
究
者

と
の
差
、
デ
ー
タ
と
と
も
に
発

表
さ
れ
る
い
た
ず
ら
に
安
全
側

へ
引
き
寄
せ
る
よ
う
な
コ
メ
ン

ト
か
ら
伺
わ
れ
る
判
断
の
偏
り

の
恐
れ
。
こ
れ
ら
が
複
合
し

て
、
住
民
避
難
や
食
品
な
ど
の

安
全
性
判
断
に
遅
れ
や
危
う
さ

を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
健
康
被
害
の
判
断
基
準

に
な
る
被
曝
線
量
限
度
の
極
め

て
危
う
い
設
定
は
許
す
わ
け
に

い
か
な
い
。
原
発
作
業
員
の
緊

急
時
被
曝
線
量
限
度
を
事
故

後
、
年
１
０
０
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

か
ら
２
５
０
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
に

（
き
ち
ん
と
し
た
検
討
手
続
を

無
視
し
て
―
小
佐
古
元
内
閣
官

房
参
与
・
東
大
大
学
院
教
授
・

放
射
線
安
全
学
）引
き
上
げ
た
。

労
働
者
不
足
の
た
め
と
い
わ
れ

る
。
そ
し
て
更
に
問
題
な
の
は

子
ど
も
に
対
す
る
被
曝
線
量
限

度
に
か
か
わ
る
校
庭
放
射
線
量

限
度
を
年
　
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
に

２０

決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
小
佐

古
教
授
は
「
年
１
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
で
運
用
す
べ
き
で
、
学
問
上

も
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
し
て

も
受
け
入
れ
が
た
い
」
と
内
閣

参
与
を
辞
任
し
て
い
る
。
政
府

は
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
勧
告
（
大
人
子
ど

も
を
問
わ
ず
年
１
―
　
㍉
シ
ー

２０

ベ
ル
ト
の
最
高
値
）
に
従
っ
た

と
い
う
。
ま
ず
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
核

兵
器
と
原
発
の
開
発
に
関
与
し

て
き
て
お
り
、
原
子
力
産
業
に

有
利
に
な
る
偏
向
を
持
つ
と
の

批
判
も
あ
る
（
欧
州
放
射
線
リ

ス
ク
委
員
会
）。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
の
基
準
は
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ

ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
医

師
、
科
学
者
か
ら
の
疑
問
と
批

判
が
相
次
い
で
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
は
事
故
後
、
日
本
に
住
民
被

曝
限
度
引
き
上
げ
も
勧
告
し

た
。「
基
準
設
定
に
よ
り
政
府

は
法
的
に
は
責
任
を
逃
れ
る
。

し
か
し
道
徳
的
責
任
か
ら
は
決

し
て
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
」（
ド
イ
ツ
・
オ
ッ
ト
ー
ハ
ー

グ
放
射
線
研
究
所
）。

＊
補
足
：
原
発
警
戒
立
ち
入
り

禁
止
区
域
に
無
断
で
入
っ
た
ら

罰
則
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
な

ら
ば
、
そ
ん
な
地
域
を
作
り
出

し
て
し
ま
っ
た
人
に
は
ど
ん
な

罰
則
が
…
。

　
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

案
を
６
月
中
に
取
り
ま
と
め
る

「
社
会
保
障
改
革
に
関
す
る
集

中
検
討
会
議
」（
議
長
：
菅
直

人
首
相
）
に
、
厚
生
労
働
省
に

よ
る
社
会
保
障
改
革
案
が
５
月

　
日
提
出
さ
れ
た
。

１２　
集
中
検
討
会
議
は
、
昨
年
　１２

月
に
一
体
改
革
案
を
取
り
ま
と

め
る
方
針
を
決
め
た
閣
議
決
定

に
基
づ
き
、
２
月
か
ら
検
討
を

開
始
。
自
公
政
権
時
代
の
「
社

会
保
障
国
民
会
議
」
と
「
安
心

社
会
実
現
会
議
」
の
座
長
を
委

員
に
加
え
、
そ
の
路
線
を
継

承
。
震
災
で
い
っ
た
ん
は
中
断

し
た
も
の
の
関
係
先
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
重
ね
、
４
月
　
日
か

２７

ら
再
開
し
た
。
再
開
に
あ
た
り

有
識
者
委
員
か
ら
は
、
震
災
復

興
に
よ
り
財
政
的
な
制
約
が
強

ま
っ
て
い
る
と
し
て
、「
一
層

の
優
先
順
位
の
明
確
化
、
給
付

の
重
点
化
・
選
択
と
集
中
に
よ

る
社
会
保
障
の
機
能
強
化
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
」
と
、
給
付

抑
制
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
日
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
意
見
に

は
、「
よ
り
低
コ
ス
ト
で
よ
り

良
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
余

地
は
大
き
い
」
と
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
の
厚
労
省
案

は
、
低
所
得
者
対
策
や
貧
困
・

格
差
対
策
に
一
定
の
配
慮
を
し

な
が
ら
も
社
会
保
障
費
用
の
抑

制
の
方
向
を
、「
世
代
間
公
平
」

と
「
共
助
」
を
柱
に
盛
り
込
ん

だ
。
高
齢
世
代
が
相
対
的
に
手

厚
い
給
付
を
受
け
る
制
度
か
ら

現
役
世
代
や
将
来
世
代
に
配
意

し
た
制
度
の
転
換
、「
共
助
」
を

ベ
ー
ス
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
構
築
な
ど
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
を
受
け
、
被
災
地
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
社
会
像
・
地

域
像
を
実
現
す
る
か
が
重
要
な

課
題
と
位
置
付
け
、「
共
助
」
を

軸
と
し
た
「
新
た
な
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
」
モ
デ
ル

を
示
す
こ
と
も
提
案
。

　
医
療
・
介
護
分
野
で
は
、
左

掲
の
よ
う
な
施
策
を
診
療
・
介

護
報
酬
改
定
に
盛
り
込
む
と
と

も
に
一
括
的
な
法
整
備
を
行
う

と
し
た
ほ
か
、
新
成
長
戦
略
に

基
づ
く
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
、
等
が
列
挙
さ
れ
た
。

　
た
だ
し
こ
の
日
の
提
案
に
は

民
主
党
と
の
関
係
か
ら
具
体
的

改
革
案
も
財
政
試
算
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
な
い
。
民
主
党
内
に

は
消
費
税
増
税
に
対
す
る
の
と

同
様
に
社
会
保
障
政
策
充
実
を

掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
矛
盾

す
る
給
付
抑
制
へ
の
反
発
が
根

強
い
。
５
月
　
日
に
は
長
妻
前

１０

厚
労
相
ら
有
志
議
員
が
「
あ
る

べ
き
社
会
保
障
と
財
源
を
考
え

る
会
」
を
立
ち
上
げ
、「
性
急
な

消
費
増
税
」
に
反
対
す
る
こ
と

を
表
明
。
給
付
の
重
点
化
に
つ

い
て
も
十
分
な
論
議
を
求
め
て

い
る
。

　
民
主
党
「
社
会
保
障
と
税
の

抜
本
改
革
調
査
会
」（
会
長
：

仙
石
由
人
代
表
代
行
）
が
近
く

ま
と
め
る
と
さ
れ
る
改
革
案
に

は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

を
中
学
生
以
下
１
割
、　
歳
未

２０

満
は
２
割
へ
引
き
下
げ
る
一

方
、
軽
減
措
置
で
１
割
に
抑
え

て
い
る
　
～
　
歳
は
、
本
来
の

７０

７４

２
割
に
戻
す
と
例
示
。
総
合
合

算
制
度
導
入
の
検
討
や
高
額
療

養
費
制
度
を
見
直
し
、
財
源
と

し
て
外
来
の
窓
口
負
担
に
一
定

額
を
加
算
す
る
「
受
診
時
定
額

負
担
制
度
」を
セ
ッ
ト
で
導
入
。

介
護
保
険
制
度
で
　
歳
未
満
に

４０

も
保
険
料
負
担
を
求
め
る
こ

と
、
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
と
さ
れ
る
。

　
　
日
に
開
か
れ
る
集
中
検
討

１９
会
議
に
は
、
医
療
・
介
護
分
野

の
具
体
策
が
厚
労
省
か
ら
示
さ

れ
る
。
さ
ら
に
５
月
末
に
は
、

　
年
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
る
社

２５会
保
障
費
を
試
算
し
、
消
費
税

増
税
議
論
が
本
格
化
す
る
。

厚
労
省
が
社
会
保
障
改
革

厚
労
省
が
社
会
保
障
改
革
案案

震
災
受
け
一
層
の
給
付
抑
制
方
針

願
い
込
め
、ま
ゆ
ま
ろ
と
空
に
風
船
を
飛
ば
す

ど
　
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員

１４
会
が
主
催
し
た
。
当
日
は
、
細

菌
性
髄
膜
炎
や
ポ
リ
オ
な
ど
の

患
者
会
か
ら
病
気
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
の
訴
え
や
、
ワ
ク
チ
ン

の
安
全
性
に
つ
い
て
の
講
演
会

な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ

た
。（
４
面
）

　
午
前
　
時
の
開
場
前
に
は
早

１０

く
も
行
列
が
で
き
、
ス
タ
ー
ト

と
と
も
に
歌
や
紙
芝
居
、
震
災

支
援
バ
ザ
ー
、
患
者
会
ブ
ー
ス

等
に
親
子
づ
れ
が
溢
れ
た
。
別

会
場
で
は
助
産
師
を
講
師
に
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ラ
ン
チ
を

し
な
が
ら
小
児
科
医
と
語
り
合

う
企
画
、
医
療
個
別
相
談
も
行

わ
れ
た
。

　
午
後
の
講
演
「
ワ
ク
チ
ン
は

安
全
で
す
か
？
」
で
は
、
小
児

科
医
の
武
内
一
氏
（
耳
原
総
合

病
院
小
児
科
・
佛
教
大
学
社
会

福
祉
学
部
）
が
ワ
ク
チ
ン
の
重

要
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
講

演
。
死
亡
事
例
に
よ
り
見
合
わ

せ
ら
れ
て
い
た
ヒ
ブ
と
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
４

月
か
ら
再
開
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
死
亡
と
ワ
ク
チ
ン
に
は

因
果
関
係
が
な
い
と
の
発
表
を

報
告
。
さ
ら
に
、
世
界
水
準
の

ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で
接
種
で
き

る
社
会
に
し
よ
う
と
訴
え
た
。

　
最
後
に
、
髄
膜
炎
で
失
わ
れ

た
命
へ
の
追
悼
と
、
こ
れ
か
ら

守
る
べ
き
命
に
願
い
を
込
め

て
、
参
加
者
一
同
で
風
船
を
空

に
飛
ば
し
た
。
さ
ら
に
、
会
場

か
ら
四
条
烏
丸
ま
で
パ
レ
ー
ド

し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
世
界
髄
膜
炎
デ
ー
の
４

月
　
日
、「
子
ど
も
の
い

２４
の
ち
と
健
康
を
守
ろ
う
！

元
気
フ
ェ
ス
タ
　
京
都
」

in

が
こ
ど
も
み
ら
い
館
で
開

催
さ
れ
、
府
内
外
か
ら
約

４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
は
、
予
防
や
早

期
発
見
に
よ
り
子
ど
も
た

ち
を
守
る
こ
と
を
訴
え

て
、
京
都
府
保
険
医
協
会

の
呼
び
か
け
で
患
者
団

体
、
子
育
て
支
援
団
体
な

烏丸通りをパレードする参加者

医療・介護
医師確保・医師の偏在是正
病院・病床の機能分化・機能強化
在宅医療を支える病院、診療所等の計画
的整備
多職種の連携、役割分担の見直しによる
チーム医療の推進
地域包括ケアシステムの確立
非正規労働者への被用者保険適用拡大
市町村国保財政の広域化と低所得者対策
の強化
医療イノベーション
革新的医薬品・医療機器の開発と実用化
推進
ドラッグ・ラグ、デバイス・ラグへの対応
低所得者対策
制度横断的な利用者負担総合合算制度
（仮称）の導入検討（番号制度導入が前提）
高額療養費制度の見直し
国保・介護保険の低所得者対策の強化、等

厚労省「社会保障制度改革の方向
性と具体化」（５月１２日）より

銷夏特集号への
会員の投稿募集
　会員からの随筆等
１０００字程度での投稿
を募集しています。
締切は７月１１日。



京 都 保 険 医 新 聞 毎月５日・２０日・２５日発行第２７８５号 昭和２６年３月５日第三種郵便物認可 （２）２０１１年（平成２３年）５月２０日

表１　診療所 診療科別平均値一覧表（京都府） 榎榎榎榎 単位：点

均
値
一
覧
表
」

（
表
１
）
は
「
２

０
１
１
年
度
集

団
的
個
別
指

導
」
の
対
象
医

療
機
関
選
定
の

基
準
と
な
る
。

　
集
団
的
個
別

指
導
は
、
レ
セ

プ
ト
一
件
当
た

り
の
平
均
点
数

が
高
い
保
険
医

療
機
関
が
対
象

と
な
る
。
各
都

道
府
県
に
お
け

る
　
類
型
区
分

１７
ご
と
に
、
平
均

点
数
の
１
・
２

倍（
病
院
は
１
・

１
倍
）で
あ
り
、

か
つ
概
ね
上
位

８
％
の
保
険
医

療
機
関
を
対
象

に
実
施
さ
れ

る
。
　
診
療
所
の
場

　
近
畿
厚
生
局
京
都
事
務
所
は

４
月
　
日
、「
診
療
科
別
平
均

２７

値
一
覧
表
」
と
「
２
０
１
１
年

度
指
導
等
月
別
実
施
予
定
表
」

を
開
示
し
た
。
こ
れ
は
、
京
都

府
保
険
医
協
会
の
開
示
請
求
に

よ
り
行
わ
れ
た
も
の
。

　
こ
の
う
ち
、「
診
療
科
別
平

合
は
　
診
療
科
に
分
け
ら
れ
、

１１

外
来
レ
セ
プ
ト
が
対
象
に
さ
れ

る
。
院
外
処
方
を
行
う
医
療
機

関
に
対
し
て
は
平
均
点
数
が
補

正
さ
れ
る
。
補
正
は
、
各
科
ご

と
に
一
律
に
表
一
番
右
の
点
数

を
加
算
し
て
行
わ
れ
る
が
、
各

府
県
で
補
正
点
数
は
異
な
る
。

　
　
年
度
の
集
団
的
個
別
指
導

１１
は
７
月
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
対
象
医
療
機
関
（
予
定

段
階
の
数
字
）
は
、
診
療
所
１

６
６
機
関
（
前
年
比
　
機
関

７４

増
）、
病
院
　
機
関
（
同
１
機
関

１０

減
）
で
あ
る
。
診
療
所
の
対
象

数
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
出

席
案
内
は
開
催
日
の
３
週
間
前

に
送
付
さ
れ
る
。

　「
指
導
大
綱
」上
は
翌
年
度
も

高
点
数
保
険
医
療
機
関
に
該
当

し
た
場
合
は
、
翌
々
年
度
に
個

別
指
導
の
対
象
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
が
、　
年
度
、　
年
度
前

０９

１０

半
ま
で
の
実
績
で
は
、
高
点
数

を
理
由
と
し
た
個
別
指
導
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
集
団
的
個
別

指
導
ま
た
は
個
別
指
導
を
受
け

た
保
険
医
療
機
関
は
、
翌
年
度

及
び
翌
々
年
度
は
集
団
的
個
別

指
導
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
。

　
全
国
的
に
地
方
厚
生
局
に
よ

る
選
定
誤
り
が
た
び
た
び
発
生

し
て
い
る
。
出
席
案
内
が
送
付

さ
れ
た
場
合
で
も
、
納
得
が
で

き
な
い
場
合
は
近
畿
厚
生
局
京

都
事
務
所
に
確
か
め
る
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。

　
一
方
、「
２
０
１
１
年
度
指

導
等
月
別
実
施
予
定
表
」（
表

２
）
に
よ
る
と
、
個
別
指
導
の

対
象
医
療
機
関
数
は
診
療
所
　８６

機
関
（
前
年
比
４
機
関
減
）、
病

院
９
機
関
（
同
４
機
関
増
）
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
診
療

所
の
う
ち
、
墨
塗
り
下
段
の
　７７

機
関
は
１
件
当
た
り
の
平
均
点

数
の
高
い
保
険
医
療
機
関
（
集

団
的
個
別
指
導
か
ら
の
移
行
）

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、　
年
度
も
予
定
通
り
実
施

１１

さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
診
療

所
の
上
段
の
９
機
関
、
つ
ま
り

「
審
査
支
払
機
関
、
保
険
者
、
患

者
等
か
ら
の
情
報
提
供
」や「
再

指
導
」
等
の
理
由
に
よ
り
選
定

さ
れ
た
９
機
関
（
前
年
比
５
機

関
減
）
が
優
先
し
て
指
導
さ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
動
向
は

注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
病
院
に
の
み
実
施
さ

れ
て
い
る
施
設
基
準
等
適
時
調

査
は
、　
年
度
は
　
機
関
（
前

１１

６１

年
比
５
機
関
減
）
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　
協
会
は
、
個
別
指
導
に
お
い

て
保
険
医
の
人
権
が
脅
か
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
個
別
指
導
時
の
録
音
と
弁

護
士
の
帯
同
を
推
奨
し
て
い

る
。
会
員
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

５
万
５
５
５
５
円
（
源
泉
税
含

む
）＋
交
通
費
実
費
の
負
担
で
、

協
会
顧
問
弁
護
士
事
務
所
か
ら

弁
護
士
の
帯
同
が
可
能
で
あ

る
。
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

個
別
指
導
対
象
は
病
院
、
診
療
所
と
も
９
機
関
か

集団的個別指導の選定基準
厚生局 各科別平均点数を開示

　
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
の
た
め
協
会
は
、
５
月
１

日
か
ら
５
日
ま
で
、
医
師
１
人
と
事
務
局
２
人
を
青
森
経

由
で
岩
手
県
の
大
槌
町
な
ど
被
災
地
に
派
遣
し
た
。
現
地

で
見
聞
き
し
た
課
題
な
ど
数
回
に
わ
た
り
掲
載
す
る
。

　
５
月
１
日
は
、
伊
丹
空
港
か

ら
空
路
、青
森
へ
。青
森
県
保
険

医
協
会
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
被
災
地
の
方
々
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
目
的
に
し
た
温
泉
施
設

へ
の
受
入
れ
活
動
に
協
力
。

　
翌
２
日
は
、
自
動
車
で
岩
手

県
三
陸
沖
の
被
災
地
入
り
。
山

田
町
か
ら
大
槌
町
へ
。
避
難
所

で
あ
り
、
臨
時
の
診
療
所
が
開

設
さ
れ
て
い
る
岩
手
県
立
大
槌

高
等
学
校
へ
。
青
森
県
医
師
会

か
ら
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
、
診
療

に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
青
森
協

会
の
引
地
副
会
長
を
訪
問
し
、

激
励
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
宮
古
市
の
被
災
地

を
通
過
し
、
田
老
地
区
へ
到

着
。
次
に
、
岩
手
県
の
被
災
地

と
し
て
は
最
北
端
に
位
置
す
る

野
田
村
へ
到
着
。
壊

滅
的
な
被
害
状
況
の

中
、
や
や
山
の
手
に

位
置
す
る
役
場
を
訪

問
し
た
。
同
村
の

た
っ
た
１
人
の
開
業

医
で
あ
る
押
川
医
師

は
自
ら
も
被
災
し
つ

つ
も
、
役
場
内
に
臨

時
診
療
所
を
設
け
、

医
療
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、

青
森
協
会
が
そ
れ
を
支
援
し
て

い
る
。
当
日
、
押
川
医
師
は
不

在
で
あ
っ
た
が
、
医
薬
品
類
な

ど
を
寄
附
。
ま
た
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
化
粧
品
等
の
物
資
を
役
場
職

員
に
手
渡
し
た
。
役
場
か
ら
は

村
長
が
対
応
し
、
短
時

間
だ
が
意
見
交
換
し

た
。

　
３
日
か
ら
は
青
森
に
戻
り
、

避
難
者
へ
の
医
療
支
援
や
、
観

光
地
へ
の
引
率
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
従
事
。
大
槌
町
に
続
き
、
陸

前
高
田
市
、
釜
石
市
か
ら
の
被

災
者
の
健
康
相
談
に
あ
た
っ

た
、
診
察
・
投
薬
は
合
計
　
人
２２

を
数
え
た
。

　
な
お
こ
れ
以
降
の
現
地
支
援

は
、
保
団
連
を
通
じ
て
事
務
局

員
を
派
遣
し
て
い
る
。

被
災
者
の
健
康
相
談
に
従
事（
上
）、

被
災
し
た
大
槌
町
役
場（
下
）

　
協
会
は
５
月
１
日
よ
り
５
日

ま
で
青
森
協
会
（
大
竹
会
長
）

よ
り
の
要
請
を
受
け
る
形
で
支

援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。
青
森

協
会
が
行
う
活
動
を
助
け
、
各

地
の
避
難
所
か
ら
の
方
の
健
康

相
談
、
診
療
を
受
け
持
つ
の
が

役
目
で
あ
っ
た
。
５
日
間
で
　２０

人
を
超
す
方
々
が
訪
れ
、
手
持

ち
の
薬
品
で
対
応
し
た
。

　
発
生
よ
り
　
日
が
過
ぎ
避
難

５０

所
で
は
食
料
、
日
用
品
は
発
生

直
後
に
比
べ
れ
ば
改
善
さ
れ
、

あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
避
難
民

も
徐
々
に
そ
の
数
が
減
っ
て

い
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
そ

れ
で
も
釜
石
、
陸
前
高
田
で
は

ま
だ
布
団
が
い
き
わ
た
ら
ず
、

青
森
で
の
久
し
ぶ
り
の
畳
、
布

団
で
熟
睡
で
き
た
と
口
々
に
言

わ
れ
る
。

　
淡
々
と
身
体
の
こ
と

を
述
べ
て
い
た
人

が
、
会
話
の
途
中

で
実
は
娘
を
亡
く

し
ま
し
て
と
言
わ

れ
た
時
に
は
お
も
わ
ず
手

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
事
務
局
員
は
東
へ
西
へ

大
忙
し
で
あ
っ
た
。

　
２
日
は
盛
岡
よ
り
沿
岸

部
の
大
槌
町
に
達
し
、
県

立
大
槌
高
等
学
校
に
設
営

さ
れ
て
い
る
避
難
所
で
４

月
　
日
か
ら
医
療
活
動
さ

２７
れ
て
い
る
青
森
協
会
・
引

地
副
会
長
を
訪
問
、
そ
の

後
山
田
町
、
宮
古
市
、
野
田
村

を
経
て
久
慈
町
に
夕
方
到
着
し

た
。
宮
古
市
の
被
害
は
甚
大
で

ま
と
も
に
残
っ
て
い
る
建
物
は

な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
電

柱
が
こ
と
ご
と
く
根
元
か
ら
倒

れ
電
線
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
。
死
亡
、
行
方
不
明
者
１

８
１
５
人
を
数
え
る
。

　
宮
古
市
の
北
の
田
老
地
区
は

２
０
０
５
年
６
月
宮
古
市
と
合

併
し
、
人
口
４
５
７
０
人
。
こ

の
地
区
は
１
８
５
９（
明
治
　
）
２９

年
三
陸
地
震
の
津
波
に
よ
り
１

８
５
９
人
が
、
ま
た
１
９
３
３

（
昭
和
８
）年
の
昭
和
三
陸
津
波

で
９
１
１
人
が
命
を
奪
わ
れ

た
。
こ
の
た
め
半
世
紀
近
く
を

か
け
海
寄
り
と
陸
寄
り
の
Ⅹ
型

の
二
重
の
構
造
を
持
つ
長
さ

２
・
４
㎞
、
高
さ
　
ｍ
の
防
潮

１０

堤
を
築
き
、
１
９
６
０
（
昭
和

　
）
年
チ
リ
地
震
に
よ
る
大
津

３５波
の
襲
来
も
防
潮
堤
が
被
害
を

皆
無
に
と
ど
め
た
こ
と
も
あ

り
、
住
民
は
「
日
本
一
の
防
潮

堤
」
と
頼
り
に
し
て
い
た
と
い

う
。
　
今
回
の
巨
大
津
波
は
北
側
海

寄
り
の
防
潮
堤
を
５
０
０
ｍ
に

わ
た
っ
て
破
壊
し
、　
ｍ
を
超

２０

え
る
大
波
は
堤
防
を
乗
り
越
え

市
街
地
に
押
し
寄
せ
家
屋
の
　９８

％
を
全
半
壊
さ
せ
た
。
津
波
に

よ
る
水
没
地
域
は
５
㎞
に
達
し

た
と
い
う
。
今
震
災
で
は
死
者

１
１
５
人
、
不
明
者
　
人
の
被

７２

害
を
受
け
た
。
自
衛
隊
の
活
動

に
よ
り
車
の
通
行
は
容
易
で

あ
っ
た
が
、
残
っ
た
が
れ
き
は

ほ
と
ん
ど
が
原
形
を
と
ど
め
て

は
い
な
い
。
堤
防
へ
の
階
段
の

頑
丈
な
手
す
り
が
左
右
に
押
し

曲
げ
ら
れ
て
い
る
。
幅
３
ｍ
の

堤
防
の
上
に
立
つ
と
海
か
ら
の

風
で
帽
子
が
飛
ば
さ
れ
そ
う
に

な
る
。
岩
手
県
全
域
の
こ
の
強

風
の
た
め
天
皇
の
盛
岡
訪
問
が

中
止
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を

途
中
知
っ
た
。
堤
防
の
４
分
の

３
は
無
傷
の
よ
う
に
見
え
る

が
、
海
側
の
堤
防
は
大
き
く
崩

れ
、
田
老
川
の
水
門
も
大
き
く

破
壊
さ
れ
て
い
る
。
堤
防
か
ら

全
景
を
見
渡
す
と
、
高
台
に
は

適
し
た
住
宅
地
は
少
な
く
、
河

口
に
広
が
り
密
集
し
た
住
宅
街

は
土
台
を
残
す
だ
け
の
広
々
と

し
た
廃
墟
に
な
っ
て
い
る
。
発

生
直
後
の
倒
壊
家
屋
の
積
み
重

な
っ
た
惨
状
と
比
べ
、
今
は
区

画
ご
と
に
が
れ
き
は
整
理
さ

れ
、
更
地
と
な
っ
て
い
る
区
域

も
見
ら
れ
る
。
見
渡
す
限
り
、

灰
色
一
色
の
単
調
な
風
景
を
見

せ
て
い
る
。
色
彩
の
乏
し
い
一

角
に
ふ
と
一
瞬
、
鮮
や
か
な
赤

が
眼
の
端
を
よ
ぎ
っ
た
。
堤
防

を
降
り
、
駆
け
寄
っ
て
み
る
と

そ
れ
は
下
の
結
び
目
が
ほ
ぐ
れ

棒
に
巻
き
つ
い
て
い
る
日
章
旗

だ
っ
た
。
砂
埃
を
勢
い
よ
く
舞

い
上
げ
る
突
風
、
日
の
丸
の
赤

が
パ
ン
鎧
と
張
っ
た
。
残
骸
、

瓦
礫
の
中
で
、
そ
れ
は
く
っ
き

り
と
存
在
を
示
し
た
。
誰
が
立

て
た
の
か
は
知
る
由
も
な
い

が
、
夢
中
で
撮
っ
た
。
米
国
の

９
・
　
事
件
の
際
の
世
界
貿
易

１１

ビ
ル
倒
壊
現
場
で
は
米
国
国
旗

が
場
違
い
の
印
象
で
は
な
か
っ

た
。
こ
の
大
災
害
の
中
、
国
旗

を
持
ち
出
し
て
み
て
、
右
と
か

左
の
議
論
で
も
な
か
ろ
う
。
日

本
の
心
を
一
つ
に
と
言
う
の
は

あ
の
現
場
で
の
国
旗
が
主
張
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
我
が

家
も
含
め
普
通
の
家
庭
で
は
記

念
日
で
も
国
旗
を
掲
げ
る
こ
と

を
し
な
い
風
潮
で
は
あ
る
が
、

あ
の
が
れ
き
の
中
で
の
日
の
丸

の
鮮
や
か
な
赤
が
思
い
出
さ
れ

て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

 

（
関
　
浩
）

瓦
礫
の
中
で
は
た
め
く
日
の
丸
、

後
方
に
大
防
潮
堤
が
見
え
る

旧旧
田
老
町
に

田
老
町
に
てて

東
日
本
大
震
災
 被
災
者
支
援
に
赴
い
て

東日本大震災 第二次救援募金
　第一次募金（６８件、２６０万７,８３５円）は、日本赤十字社を通じて
被災者の方々への支援金に使わせていただきました。御礼申し上
げます。５月10日以降、お振込みいただいた募金については、第
二次募金として、中央共同募金会を通じて被災者支援のために活
動するボランティア、ＮＰＯの活動資金に使わせていただきま
す。ご協力をお願いします。
■口座番号　京都銀行 本店 普通 5058406
■口座名義　京都府保険医協会 東北地方太平洋沖地震救援募金
　　　　　　理事長関浩（キョウトフホケンイキョウカイ トウホクチホウタ

イヘイヨウオキジシンキュウエンボキン リジチョウセキヒロシ）
　　　　　　※京都銀行からのお振込みは手数料無料です。

今今
、、 私
た
ち
に
で
き
る
コ

私
た
ち
に
で
き
る
コ
トト

計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
１０００００００００１００００集団的個別指導

病
　
院

２００００００１０００１０新規個別指導
９０００００２１１１２２０黒塗り

個別指導 ０００００００００００００黒塗り
９０００００２１１１２２０合　計
６１２３５６６６６６６６５４施設基準調査
１６６００００００００１６６０００集団的個別指導

診
療
所

９００４１０１２６１２６６１２１２４０新規個別指導
９０００００１２３１１１０黒塗り

個別指導 ７７７８８８８８８８８４２０黒塗り
８６７８８８８９１０１１９５３０合　計

表２　２０１１年度指導等月別実施予定表

＊近畿厚生局京都事務所開示資料より作成。（　）内は前年度比。

院内　
－院外院外処方院内処方院内＋院外類型区分

８,６００４,６１８（＋２４５）１３,２１８（－１７５）６,３３２ （－２７）内科
（人工透析有り）

２３８１,０２４ （－３１）１,２６２ （－４３）１,１７７ （－４５）内科
（人工透析有り以外）

４７２９４４ （＋１８）１,４１６ （＋１５）１,０８７ （－１７）精神・神経科
７３８１４ （－３２）８８７ （－１９）８６３ （－２５）小児科
３０５１,１６１（＋１４２）１,４６６ （－１５）１,３７９ （＋８）外科
１７８１,０８０ （－３７）１,２５８ （＋１２）１,１９９ （－９）整形外科
１８８４８２ （－４４）６７０ （＋１２）５９２ （－１７）皮膚科

－２,８１７４,０８２（－２１６）１,２６５（－１０９）２,３１２ （＋３５）泌尿器科
２０１９２７ （＋１０）１,１２８ （－１０）１,０９６ （－８）産婦人科
１６４５０８ （＋１０）６７２ （＋１）６０７ （＋４）眼科
１９６６７１ （＋１７）８６７ （－１６）７８２ （－８）耳鼻咽喉科
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４
月
５
日
に
国
会
上
程
さ
れ

た
介
護
保
険
改
正
法
案
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め

の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
）
に
つ
い
て
、

地
域
医
療
を
担
う
立
場
か
ら
意

見
を
表
明
し
ま
す
。

　
３
月
　
日
に
発
生
し
た
東
日

１１

本
大
震
災
の
死
者
・
行
方
不
明

者
は
２
万
人
を
超
え
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
半
数
以
上
が
　
歳
６０

以
上
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
事

実
に
普
段
の
行
政
や
医
療
者
、

福
祉
関
係
者
に
よ
る
高
齢
者
の

状
況
把
握
の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
す
。
そ
れ
は「
孤
独
死
」「
介

護
心
中
」
等
の
要
因
と
な
る
高

齢
者
世
帯
の
「
孤
立
」
を
防
ぐ

こ
と
と
同
時
に
、
災
害
時
の
対

応
と
し
て
重
要
と
再
認
識
し
ま

し
た
。
し
か
し
、「
個
人
情
報

保
護
」
等
が
壁
に
な
り
、
特
に

行
政
と
の
間
で
情
報
共
有
を
図

る
こ
と
が
困
難
な
現
実
が
あ
り

ま
す
。
震
災
を
踏
ま
え
、
実
効

性
あ
る
地
域
の
情
報
共
有
と
高

齢
者
援
護
策
の
検
討
が
急
が
れ

ま
す
。
改
正
法
案
は
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
が
、
地
域
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
具
体
化
と
は
、
今
述

べ
た
安
心
・
安
全
の
地
域
社
会

構
築
と
不
可
分
の
課
題
で
す
。

し
か
し
、
改
正
法
案
が
示
す
の

は
、
制
度
の
「
持
続
可
能
性
」

を
前
提
に
し
た
給
付
抑
制
策
の

一
環
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
私
は
そ

こ
に
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
介

護
保
障
の
限
界
を
見
ま
す
。
介

護
保
障
は
そ
の
人
の
生
活
の
基

礎
を
成
す
保
障
で
す
。
そ
れ
は

国
家
の
仕
事
で
あ
り
、
個
人
の

負
担
や
契
約
と
無
関
係
に
保
障

す
べ
き
で
す
。
被
災
地
の
状
況

は
介
護
保
険
制
度
の
限
界
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
財
政
負
担

や
申
請
・
認
定
・
契
約
の
有
無

が
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
有
無
と
直

結
し
、
ま
た
医
療
制
度
に
お
け

る
医
師
の
よ
う
な
専
門
職
の
裁

量
は
認
め
ら
れ
に
く
い
そ
の
構

造
で
は
、
い
ち
ば
ん
必
要
な
場

面
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
な
い
の
で
す
。

　
震
災
は
、
介
護
保
険
制
度
が

介
護
保
障
に
相
応
し
い
仕
組
み

か
を
国
に
問
い
か
け
て
い
る
の

で
す
。

　
今
回
の
法
改
正
に
あ
た
っ
て

繰
り
返
さ
れ
た
言
葉
に「
ペ
イ
・

ア
ズ
・
ユ
ー
・
ゴ
ー
」
が
あ
り

ま
す
。
介
護
保
険
制
度
に
は
保

険
原
理
が
強
固
に
貫
か
れ
、
財

政
問
題
が
優
先
さ
れ
、
サ
ー
ビ

ス
の
対
象
・
範
囲
・
内
容
の
制

限
が
常
に
図
ら
れ
よ
う
と
し
ま

す
。
介
護
保
障
に
必
要
な
「
生

活
全
体
を
支
え
る
」
視
点
は
希

薄
で
、
排
泄
・
食
事
等
の
基
礎

的
生
活
行
為
に
関
す
る
保
障
さ

え
も
制
限
的
で
す
。
こ
の
よ
う

に
基
本
的
な
ケ
ア
観
が
不
適
切

な
ま
ま
で
は
、　
時
間
・
３
６

２４

５
日
と
新
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

た
と
こ
ろ
で
高
齢
者
の
生
活
全

体
を
支
え
る
仕
組
み
に
な
る
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
介

護
職
に
よ
る
医
療
行
為
の
実
施

を
、
安
易
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と

も
重
大
で
す
。
医
療
・
介
護
の

あ
り
方
に
関
す
る
基
本
的
な
問

題
で
あ
り
、
丁
寧
な
合
意
形
成

が
必
要
で
す
。
一
体
こ
れ
が
高

齢
者
や
家
族
が
望
む
方
向
性
な

の
か
を
検
討
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
在
宅
療
養
推
進
へ
の
人
材

難
を
理
由
に
、
便
宜
的
に
認
め

る
姿
勢
に
強
い
不
信
を
覚
え
ま

す
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
改
正
法

案
が
扱
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
が
介
護
保
険
制
度
の

枠
内
で
は
対
応
不
能
な
課
題
で

あ
り
、
介
護
保
障
自
体
に
も
介

護
保
険
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を

国
に
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
ま
す
。
介
護
保
障
と
は
何

か
、
そ
の
主
体
た
る
国
の
責
任

と
を
、
も
う
一
度
考
え
て
い
た

だ
く
よ
う
望
み
ま
す
。
そ
れ
こ

そ
が
、
震
災
を
経
た
日
本
で
介

護
保
障
を
再
構
築
す
る
第
一
歩

な
の
で
す
。

 

２
０
１
１
年
５
月
　
日
１９

震
災
は
介
護
保
険
制
度
の
限
界
を

明
ら
か
に
し
た

介
護
保
険
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
も

介
護
保
障
も
実
現
し
な
い

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

知
ら
さ
れ
な
い
法
案
の
重
要
性

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化

の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法
・

以
下
「
改
正
案
」
と
表
記
）
が
、

４
月
５
日
国
会
上
程
、
５
月
　１１

日
に
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

で
審
議
入
り
し
た
。
改
正
案
に

つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
は
ほ
と
ん

ど
伝
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、

「
制
度
の
持
続
可
能
性
」を
前
提

に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
実
現
」
を
打
ち
出
し
、
新

サ
ー
ビ
ス
創
設
や
介
護
職
に
よ

る
「
喀
痰
吸
引
等
」
実
施
な
ど
、

極
め
て
重
要
な
法
案
で
あ
る
。

協
会
は
垣
田
副
理
事
長
談
話

（
左
掲
）
を
発
表
、
関
係
議
員
等

へ
の
要
請
も
進
め
て
い
る
。

　
時
間
・
３
６
５
日
の
ケ
ア
が
 

２４「
包
括
的
に
保
障
」さ
れ
る
か

　
改
正
法
案
は
地
域
包
括
ケ
ア

実
現
に
向
け
、
２
つ
の
新
サ
ー

ビ
ス
を
提
案
。「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
注
１
へ
の
図
１
「
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
」
や
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
に
訪
問
看
護
を
組
み

合
わ
せ
る
図
２
「
複
合
型
事
業

所
」
の
新
設
（
複
合
型
サ
ー
ビ

ス
）
で
あ
る
。

　
前
者
は
早
く
か
ら
検
討
さ
れ

て
き
た
も
の
で
、
１
つ
の
事
業

所
か
ら
訪
問
介
護
と
訪
問
看
護

を
一
体
的
に
提
供
、
あ
る
い
は

外
部
の
訪
問
看
護
事
業
者
と
緊

密
に
連
携
し
た
訪
問
介
護
の
実

施
に
よ
り
、　
時
間
の
定
期
巡

２４

回
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
が
通
報
を
受
け
て
の
「
随

た
サ
ー
ビ
ス
だ
と
述
べ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

が
在
宅
生
活
の
一
助
に
は
な
る

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
自
体
が
「
包

括
的
」
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
と

は
考
え
に
く
い
。
想
定
さ
れ
る

提
供
内
容
は
、
体
位
変
換
・
排

泄
・
お
む
つ
交
換
等
の
必
要
最

低
限
の
介
護
で
あ
り
、
な
お
か

つ
包
括
払
い
の
報
酬
は
「
ど
れ

だ
け
た
く
さ
ん
の
利
用
者
に
対

応
で
き
る
か
」
の
追
求
に
つ
な

が
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
介
護

職
の
滞
在
が
短
時
間
に
な
ら
ざ

る
を
得
ず
、
提
供
可
能
な
ケ
ア

の
範
囲
が
限
ら
れ
た
も
の
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら

だ
。

ケ
ア
保
障
の
基
礎
に
 

「
生
活
を
支
え
る
」思
想
が
必
要

　
こ
の
新
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
を

考
え
る
に
は「
ケ
ア
と
は
何
か
」

に
立
ち
戻
る
必
要
が
あ
る
。

　
国
は
、制
度
改
定
の
た
び「
生

活
援
助
」（
家
事
援
助
）
サ
ー
ビ

ス
の
「
適
正
化
」
を
打
ち
出
し

て
き
た
。
最
近
の
同
時
改
定
に

向
け
た
介
護
給
付
費
分
科
会
の

議
論
で
も
、
相
変
わ
ら
ず
槍
玉

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も

同
居
家
族
が
い
る
高
齢
者
へ
の

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
制
限
等
も

問
題
と
な
っ
た
。そ
れ
ば
か
り

か
、
改
正
法
案
に
は
「
軽
度
者
」

（
要
支
援
と
判
定
さ
れ
た
方
）に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
介
護
保

険
給
付
か
、地
域
の
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
「
資
源
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
住
民
福
祉
活
動
）
に
委
ね

る
の
か
を
、
市
町
村
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
判
断
す
る

仕
組
み
（
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
）
の
導
入
ま

で
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
基
礎

的
な
「
生
活
援
助
」
サ
ー
ビ
ス

の
介
護
保
険
給
付
除
外
は
、
一

貫
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
食
事
や
洗

濯
、
掃
除
等
は
生
活
の
基
礎
を

成
す
も
の
だ
。「
時
間
の
制
約
」

を
問
題
視
す
る
な
ら
ば
、
む
し

ろ
現
行
法
に
お
い
て
、
時
間
に

追
わ
れ
「
話
し
相
手
」
を
す
る

時
間
も
十
分
に
と
れ
な
い
訪
問

介
護
の
実
態
こ
そ
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
生
活
の
基
礎
を
支
え
る
こ
と

な
し
に
は
、
医
療
系
サ
ー
ビ
ス

さ
え
十
分
に
機
能
し
な
い
。「
　２４

時
間
・
３
６
５
日
」
の
新
サ
ー

ビ
ス
の
意
義
も
、
ま
ず
は
介
護

保
険
が
生
活
の
基
礎
を
支
え
る

機
能
を
強
化
す
る
中
で
発
揮
さ

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

時
対
応
」
を
行
う
。

　
厚
生
労
働
省
は
先
に
ま
と
め

た「
報
告
書
」
注
２
で
、「
１
日
複

数
回
、
利
用
者
の
生
活
の
リ
ズ

ム
に
応
じ
」
て
、
定
期
的
に
訪

問
し
、
滞
在
時
間
も
現
在
の
訪

問
介
護
の
よ
う
に
厳
格
な
時
間

制
限
を
設
け
ず
、
報
酬
も
包
括

払
い
を
想
定
。「
起
床
か
ら
就

寝
ま
で
の
在
宅
生
活
を
包
括
的

に
支
え
る
こ
と
を
前
提
」
と
し

「
医
療
と
は
、 福
祉
と
は
」 を
揺
る
が
す

介
護
職
の
喀
痰
吸
引
等
実
施

　
も
う
１
点
見
過
ご
せ
な
い
の

が
介
護
福
祉
士
等
の
喀
痰
吸
引

等
の
実
施
で
あ
る
。
こ
れ
は
す

で
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
示

事
項
（
　
年
９
月
　
日
）
も
あ

１０

２６

り
、「
当
面
の
や
む
を
得
な
い

措
置
」
と
し
て
一
部
実
施
さ
れ

て
き
た
。
改
正
法
案
で
こ
れ
が

法
制
化
さ
れ
る
。
法
文
に
よ
れ

ば
、
介
護
福
祉
士
の
定
義
自
体

が
変
更
さ
れ
、「
医
師
の
指
示

の
下
に
行
わ
れ
る
喀
痰
吸
引

等
」
が
本
来
業
務
と
な
る
。
同

時
に
一
定
の
研
修
を
受
け
た
介

護
職
員
も
事
業
所
を
通
じ
て
都

道
府
県
に
登
録
し
、
医
療
行
為

が
可
能
に
な
る
。

　
医
療
費
抑
制
路
線
が
進
む

中
、
介
護
現
場
で
は
医
療
が
必

要
な
対
象
者
が
増
大
し
て
い

る
。
し
か
し
現
場
に
は
医
療
職

が
不
足
し
、
介
護
職
が
た
ん
吸

引
を
し
な
け
れ
ば
生
命
が
守
れ

な
い
場
面
も
あ
る
。
そ
う
し
た

現
実
に
即
し
、
医
師
・
看
護
師

に
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
医

療
行
為
が
介
護
職
に
も
委
ね
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
本
当
に
こ
の
方
向
性
が
正
し

い
の
だ
ろ
う
か
。

　
介
護
職
の
「
定
義
」
を
変
更

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
方
で

医
師
や
看
護
師
の
「
定
義
」
に

も
影
響
を
与
え
る
。
従
来
「
医

療
職
」
と
「
介
護
職
」
は
各
々

固
有
な
役
割
を
持
ち
、
連
携
し

て
対
象
者
の
療
養
と
生
活
を
支

え
て
き
た
。
国
は
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
向
け
、
医
療
と

介
護
の
連
携
を
叫
び
な
が
ら

も
、
そ
の
定
義
自
体
を
変
更
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
も
そ
も
介
護
現
場
で
医
療

の
必
要
な
人
が
増
え
た
の
は
、

国
に
よ
る
医
療
費
適
正
化
路

線
・
入
院
医
療
費
抑
制
策
が
そ

の
原
因
に
あ
る
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。
そ
の
根
本
問
題
に
メ
ス

を
入
れ
な
い
ま
ま
の
、
あ
ま
り

に
便
宜
的
な
「
改
正
」
で
あ
り
、

安
易
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

改
正
法
案
の
テ
ー
マ
は
重
い
―
社
会
保
障

全
体
を
見
渡
し
た
対
峙
構
想
の
準
備
を

　
今
回
の
改
正
法
案
が
提
起
す

る
問
題
は
極
め
て
深
刻
だ
と
言

え
る
。
結
果
と
し
て
、
高
齢
期

を
支
え
る
ケ
ア
の
あ
り
方
、
専

門
職
の
あ
り
方
、
そ
し
て
「
地

域
の
あ
り
方
」
ま
で
展
望
し
な

が
ら
論
じ
る
べ
き
テ
ー
マ
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ

れ
ら
の
テ
ー
マ
は
す
べ
て
「
介

護
保
険
制
度
改
正
」
と
い
う
狭

い
枠
内
で
検
討
可
能
な
の
だ
ろ

う
か
。

　
一
方
、
５
月
　
日
の
経
済
産

１８

業
構
造
審
議
会
基
本
政
策
部
会

の
席
上
、
委
員
で
あ
る
川
渕
孝

一
氏
が
「
高
齢
者
医
療
制
度
と

介
護
保
険
を
統
合
し
て
『
地
域

包
括
ケ
ア
』
の
実
現
」
を
医
療

支
出
抑
制
策
と
し
て
示
し
た
。

　
今
後
協
会
は
、
改
正
法
案
を

拙
速
に
採
決
し
な
い
こ
と
、
十

分
に
審
議
す
る
こ
と
を
求
め
た

い
。
そ
し
て
、「
地
域
に
お
け

る
ケ
ア
保
障
」
の
観
点
か
ら
、

社
会
保
障
全
般
を
見
渡
し
た
構

想
を
対
峙
す
べ
く
、
検
討
を
進

め
た
い
。

介
護
保
険
制
度
 「
改
正
」 の
枠
組
み

だ
け
で
地
域
の
再
生
は
不
可
能

図２ 小規模多機能型居宅介護と訪問看護の複合型サービスの概要（イメージ図）

図１ 定期巡回・随時対応サービスについて

談
　
話

京
都
府
保
険
医
協
会

　
副
理
事
長
　
垣
田
 さ
ち
子

　
※
注
１
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

は
市
町
村
を
指
定
権
限
者
と
し
、
独

自
に
診
療
報
酬
の
上
乗
せ
を
行
う
こ

と
も
可
能
な
仕
組
み
で
あ
る
。
市
町

村
を
中
心
に
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
の
構
築
の
手
段
と
し
て
の
役
割
を

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
※
注
２
　「
　
時
間
地
域
巡
回
訪

２４

問
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
検
討
会
報
告

書
」（
２
０
１
１
年
２
月
）
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震
災
に
よ
り
京
都
府
内
に
避

難
す
る
被
災
者
が
、
避
難
先
の

市
町
村
で
予
防
接
種
を
受
け
る

際
の
取
扱
い
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
、
協
会
は
京
都
府
内
　２６

市
町
村
に
「
被
災
地
の
自
治
体

か
ら
の
避
難
者
が
予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
と
き
の
対
応
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
４
月

　
日
に
送
付
。
５
月
　
日
時
点

１２

１７

で
、　
市
町
村
か
ら
回
答
を
得

２３

た
。
　
質
問
項
目
は
、
定
期
・
任
意

の
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
接
種
に
お

い
て
、「
被
災
地
の
役
所
機
能

が
な
く
な
り
、
依
頼
書
が
な
い

場
合
」
に
つ
い
て
、「
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
宛
の
依
頼
書
を
持
参

さ
れ
た
場
合
」、
ま
た
そ
の
場

合
の
接
種
料
は
「
自
己
負
担
が

あ
る
か
ど
う
か
」、
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

　
役
所
機
能
が
な
く
な
り
、
依

頼
書
が
な
い
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
表
１
の
通
り
。

　
依
頼
書
を
持
参
さ
れ
た
場
合

（
表
２
）
は
、
定
期
接
種
で
あ
る

Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
と

も
に
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が

無
料
で
対
応
し
て
い
る
が
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ
で
は
２
市
町
村
が
「
自
己

負
担
あ
り
」、
２
市
町
村
が
「
協

議
中
」と
し
て
い
る
。「
自
己
負

担
あ
り
」の
具
体
的
内
容
で
は
、

「
依
頼
書
に
基
づ
き
実
施
、
医

療
機
関
の
定
め
る
額
の
自
己
負

担
あ
り
」「
実
施
医
療
機
関
を

紹
介
。
自
費
に
て
接
種
い
た
だ

き
ま
す
」。
対
応
が
決
ま
っ
て

い
な
い
「
協
議
中
」
の
自
治
体

で
は
「
現
在
、
対
象
の
方
が
い

な
い
の
で
、
対
象
が
出
て
き
た

時
に
対
応
協
議
予
定
」「
無
料

で
接
種
で
き
る
よ
う
個
々
の

ケ
ー
ス
ご
と
に
伺
う
」
と
し
て

い
る
。

　
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
あ
り
と
し
た
市

町
村
は
な
か
っ
た
が
、
２
市
町

村
が
「
協
議
中
」
と
し
て
お
り
、

具
体
的
内
容
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
同
様

で
あ
っ
た
。

　
定
期
接
種
の
中
で
も
、麻
疹
・

風
疹
、
三
種
混
合
、
日
本
脳
炎

に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
あ
り

と
し
て
い
る
市
町
村
の
数
が
増

え
て
お
り
、
各
市
町
村
で
対
応

に
差
が
あ
る
こ
と
が
明
白
と

な
っ
た
。
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
と

も
に
同
じ
回
答
内
容
と
な
っ
て

お
り
、　
市
町
村
は
無
料
、
６

１２

市
町
村
が
自
己
負
担
あ
り
、
２

市
町
村
が
そ
の
他
と
し
て
い

る
。
な
お
、
無
回
答
と
な
っ
た

３
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
対
応

を
協
議
中
と
し
て
い
る
。

　
任
意
接
種
で
は
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
が
同
様
の
回
答
内
容
で
、

９
市
町
村
が
無
料
、
７
市
町
村

が
自
己
負
担
あ
り
、
２
市
町
村

が
そ
の
他
と
し
て
い
る
。
な

お
、
無
回
答
と
な
っ
た
５
市
町

村
の
う
ち
１
市
町
村
は
、
対
応

を
協
議
中
と
し
、
１
市
町
村
が

「
健
康
被
害
の
場
合
の
補
償
の

関
係
で
な
し
」
と
回
答
し
て
い

る
。
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
８
市
町
村
が
無

料
、
７
市
町
村
が
自
己
負
担
あ

り
、
２
市
町
村
が
そ
の
他
と
し

て
い
る
。
な
お
、
無
回
答
と
し

て
い
る
５
市
町
村
の
内
訳
に
つ

い
て
は
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
同

様
で
あ
っ
た
。

　
任
意
接
種
の
水
ぼ
う
そ
う
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
に
つ
い
て
は
、

無
料
の
市
町
村
は
な
く
、
す
べ

て
の
市
町
村
で
公
費
負
担
で
の

対
応
な
し
、
あ
る
い
は
自
己
負

担
あ
り
と
回
答
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
意
見
欄
で
は
、
９

市
町
村
に
対
し
、
避
難
さ
れ
て

い
る
被
災
者
か
ら
予
防
接
種
の

件
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
こ

と
も
判
明
し
た
。

　
協
会
は
取
扱
い
の
改
善
を
求

め
る
要
望
を
関
係
先
に
提
出
し

て
い
る
（
前
号
既
報
）。

　
結
果
の
詳
細
は
、
メ
デ
ィ

ペ
ー
パ
ー
京
都
６
月
号
に
掲
載

予
定
。

被
災
者
の
取
扱
い
に
差
異

府
内
の
市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

表２　自治体宛の依頼書を持参した場合（抜粋）

表１　被災地の役所機能がなくなり、依頼書がない場合

定期接種：BCG、ポリオ【回答（抜粋）】
・（集団接種）京都市内居住先の各区保健センター・支所で発行す
る「予防接種実施願」を受領した場合、各区保健センター・支
所で無料接種（京都市） （注）
・依頼書があるものとみなし無料（福知山市）
・災害救助法適用地域の住民の場合、依頼書があったものとみな
し、無料で接種（宇治市）
・市民と同様の対応（集団接種会場にて無料で接種）（宮津市）
・災害救助法の適用地域については、住民と同等の対応（与謝野町）
・被災地および役所機能の確認後、集団接種（自己負担無）（南丹
市）

定期接種：麻疹・風疹、三種混合、日本脳炎【回答（抜粋）】
・京都市内居住先の各区保健センター・支所で発行する「予防接
種実施願」を受領した場合、京都市予防接種協力医療機関で無料
接種（京都市） （注）
・依頼書があるものとみなし無料（福知山市）
・災害救助法適用地域の住民の場合、依頼書があったものとみな
し、無料で接種（宇治市）
・市民と同様の扱いにて実施（市発行の予診票を持参し、委託医
療機関にて無料で接種）（宮津市）
・災害救助法の適用地域については、住民と同等の対応（与謝野町）
・被災地および役所機能の確認後、集団接種（自己負担無）（南丹
市）

任意接種：ヒブ、小児用肺炎球菌、子宮頸がん【回答（抜粋）】
・依頼書があるものとみなし無料（福知山市）
・災害救助法適用地域の住民の場合、本市の接種促進事業に則り、
無料で接種（宇治市）
・市民と同様の扱いにて実施。市発行の予診票を持参し、医療機
関にて、無料で接種（宮津市）
・災害救助法の適用地域については、住民と同等の対応（与謝野町）
・被災地および役所機能の確認後、公費負担の実施状況を確認し、
公費負担実施であれば個別接種（自己負担無）（南丹市）

任意接種：おたふくかぜ、水ぼうそう【回答（抜粋）】
・京都市では当該予防接種事業を実施していない（京都市）
・依頼書の有無にかかわらず有料（福知山市）
・無料で接種できません（宇治市）
・任意接種なので、本人と医療機関とのやりとりになります（宮
津市）
・公費負担で実施しておらず。対応不可（与謝野町）
・個人で医療機関に予約し、接種（自己負担）（南丹市）

定期接種：BCG
割　合回答数項　目
８２.６％１９無料
８.７％２自己負担あり
０％０その他
８.７％２無回答
１００％２３合　計

定期接種：麻疹・風疹、三種混合、日本脳炎
割　合回答数項　目
５２.２％１２無料
２６.１％６自己負担あり
８.７％２その他
１３.０％３無回答
１００％２３合　計

任意接種：ヒブ、小児用肺炎球菌
割　合回答数項　目
３９.１％９無料
３０.４％７自己負担あり
８.７％２その他
２１.７％５無回答
１００％２３合　計

予防接種

（注）回答では、「依頼書がない場合」を「依頼書の発行が不可能な場合」と
訂正されている。



保険医年金保険医年金
加入申込
期　　間

予定利率

4月1日（金）～6月20日（月）
0.002％up ➡ 1.258％
※2011年９月１日付け加入です

月　払（満74歳以下の会員）

一時払（満79歳以下の会員で月払に加入している方）

1口 1万円　30口限度（30万円）

1口 50万円　毎回40口（2,000万円）
※ 手数料との関係で1.258％の利率が続くと仮定して、新たにご加入される月払について
は 4 年以上、一時払で 2 年以上の長期にわたって積立されることをお勧めします。詳しく
は、５/23メディパックにて送付の年金パンフレットをご覧下さい。

現在ご加入の年金を一部あるいは全部解約し、新たに加入申込みされる場合
は6月10日（金）までに解約書類を協会事務局までご提出下さい。保険医年
金に関するお問い合わせは、京都府保険医協会・経営部会まで。

◎普及担当の生保営業員がご説明に伺った際には、ご面談下さいますようお願いいたします。

三井生命保険株式会社（幹事） 34.19％
明治安田生命保険相互会社 32.91％
富国生命保険相互会社 14.90％
ソニー生命保険株式会社 1.00％

日本生命保険相互会社 10.00％
太陽生命保険株式会社 5.00％
第一生命保険株式会社 2.00％

㊟ 新規参入３社については、今秋から普及活動参加予定です。
　 なお、引受割合も変更されました。

お知らせ
2011年５月１日より受託会社に
さらに“第一生命”が加わり全７社で運用を
始めました！ ぜひ加入をご検討下さい。 

（2011年３月１日現在）

ご注意　
下さい！

引
受
割
合

加入申込
受付中！

京 都 保 険 医 新 聞毎月５日・２０日・２５日発行 第２７８５号昭和２６年３月５日第三種郵便物認可（５）２０１１年（平成２３年）５月２０日

学
岳

較
較
較
較
較

冷
静
に
、
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
患
者
さ
ん
側
か
ら
突
然
に
ク

レ
ー
ム
を
付
け
ら
れ
た
り
、
責

め
を
受
け
た
場
合
に
、
医
療
機

関
側
は
動
揺
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
多
く
の
方
が
ど
う
し
て
良

い
か
わ
か
ら
ず
、
一
種
の
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
起
因
し
て
い
る
と
推
測
で

き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
先
に
平
常

心
を
保
つ
こ
と
の
重
要
性
や
そ

の
方
法
を
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
通

し
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
医
師
に
来
る
ク
レ
ー
ム
は
、

そ
の
態
度
や
人
間
性
ま
で
も
言

及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、

既
に
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
何

と
言
っ
て
も
医
療
行
為
と
そ
の

こ
に
あ
ら
た
め
て
、
医
師
と
し

て
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
確
認
し

④
説
明
、
⑤
事
後
処
置
と
い
っ

た
５
項
目
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
で
も
事

故
報
告
の
あ
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
、
先
ず
は
こ
の
５
項
目
に

つ
い
て
当
該
医
療
機
関
と
患
者

結
果
が
ト
ラ
ブ
ル
の
主
要
因
と

な
る
こ
と
に
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
医
事
紛
争
に
関

わ
る
医
療
行
為
の
主
な
チ
ェ
ッ

ク
項
目
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、

①
診
断
、
②
適
応
、
③
手
技
、

果
」
の
程
度
や
是
非
に
関
わ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
結
果
を
無
視
す
る
と
言

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
高
度
な
専
門
分
野
で
の

ト
ラ
ブ
ル
は
、
原
因
や
経
過
を

さ
ん
の
協
力
の
下
に
調
査
を
し

て
い
き
ま
す
。
お
気
づ
き
の
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

５
項
目
は
⑤
を
除
き
、
全
て
事

故
も
し
く
は
紛
争
に
至
る
「
経

過
」
を
確
認
す
る
も
の
で
、「
結

重
視
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
は
医
師
賠
償
責
任
保
険
が
基

本
的
に
「
過
失
責
任
主
義
」
を

採
っ
て
お
り
、
単
な
る
損
害
に

対
す
る
「（
無
過
失
）
補
償
」
の

概
念
が
な
い
こ
と
に
も
よ
り
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
に
医
療
（
現

場
）
の
限
界
や
不
確
実
性
、
予

見
不
可
能
性
と
い
っ
た
要
素
を

考
慮
し
な
い
と
、
結
果
の
み
の

判
断
で
は
医
療
そ
の
も
の
が
歪

ん
で
し
ま
い
、
萎
縮
医
療
と

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

何
と
し
て
も
そ
れ
だ
け
は
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
回
は
、
①
診
断
に
つ
い
て

更
に
詳
し
く
お
話
し
ま
す
。

　
他
医
療
機
関
で
入
院
中
患
者

の
投
薬
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
他
医
療
機
関
で
入
院
中

（
特
定
入
院
料
等
包
括
点
数
を

算
定
）
の
患
者
が
、
受
診
さ
れ

ま
し
た
。
専
門
的
な
診
療
に
特

有
な
薬
剤
の
受
診
日
以
外
の
投

薬
が
あ
る
場
合
、
そ
の
費
用
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
請
求
時
の
留
意
事

項
は
あ
り
ま
す
か
。

　
Ａ
、
受
診
日
以
外
の
投
薬
は

入
院
側
医
療
機
関
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
外
来
側

の
医
療
機
関
で
投
薬
し
、
入
院

側
と
の
合
議
で
精
算
し
て
も
ら

う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
外
来
側
の
請
求
に
あ

た
っ
て
は
、
レ
セ
プ
ト
摘
要
欄

に「
入
院
医
療
機
関
名
」「
入
院

先
で
の
入
院
料
」「
受
診
理
由
」

「
入
院
先
で
の
診
療
科
」「（
他
）

（
受
診
日
数
：
○
日
）」
を
記
載

し
て
下
さ
い
。

害崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

改
め
て
憲
法
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て

 沖
沖
沖
沖
沖
沖
沖
沖
沖
 　
　
 立
憲
主
義

　
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
て
き
た

憲
法
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

重
複
を
恐
れ
ず
改
め
て
取
り
上
げ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
憲
法
は
他
の
多
く
の
国

の
憲
法
と
同
様
、
近
代
立
憲
主
義

に
基
づ
き
、
成
文
化
さ
れ
た
憲
法

典
を
持
ち
（
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
は

成
文
化
さ
れ
た
憲
法
典
が
な
い
）、

と
は
、
国
家
権
力
は
「
人
の
支
配
」

（
人
に
よ
る
国
の
支
配
）
で
は
な

く
、「
法
の
支
配
」（
法
に
よ
る
国

の
支
配
）
の
も
と
に
あ
り
、
そ
の

法
に
よ
っ
て
そ
の
国
家
権
力
を
制

限
す
る
考
え
方
（
あ
る
い
は
そ
の

仕
組
み
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
近
代
」
立
憲
主
義
は
、

そ
の
改
正
に
は
通
常

の
法
律
の
手
続
よ
り

も
厳
格
な
手
続
を
必

要
と
す
る
硬
性
憲
法

で
す
。

　
一
般
に
立
憲
主
義

「
近
代
」国
家
の
権
力
を
制
限
す
る

も
の
で
す
が
、
で
は
こ
の
場
合
の

「
近
代
」の
意
味
内
容
は
何
を
さ
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
近
代
以
前
は
、（
例
え
ば
「
神
の

支
配
」
の
よ
う
に
）
社
会
の
様
々

な
価
値
観
を
比
較
判
断
す
る
時
に

基
準
と
な
る
価
値
観
が
あ
り
う
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
近
代
に
な
っ
て
そ
の
世
界
観
が

広
く
な
る
に
つ
れ
、
社
会
に
あ
る

（
人
の
信
じ
る
）
価
値
観
は
多
様

で
あ
り
、
そ
の
比
較
判
断
の
基
準

と
な
る
指
標
と
な
り
う
る
価
値
観

な
ど
な
く
（
例
え
ば
様
々
な
宗
教

を
信
じ
る
人
々
が
い
る
よ
う
に
）、

そ
れ
は
も
は
や
比
較
不
可
能
な
多

様
性
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

が
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
比
較
不
可
能
な
（
重
要

な
問
題
に
於
け
る
）
価
値
観
の
併

存
そ
し
て
対
立
は
深
刻
な
争
い
に

結
び
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

「
近
代
」
の
状
況
に
対
し
、
立
憲
主

義
は
次
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

　
ま
ず
社
会
を
①
私
的
領
域
と
、

②
公
的
領
域
に
区
分
し
て
考
え
ま

す
。
①
の
領
域
は
個
々
人
の
価
値

観
が
尊
重
さ
れ
、
個
人
の
自
由
・

権
利
と
し
て
守
ら
れ
る
べ
き
領
域

で
あ
り
、
②
の
領
域
は
公
共
の
、

政
治
的
な
、
社
会
と
し
て
の
統
合

を
目
指
す
領
域
で
あ
り
、
そ
の
両

者
を
区
分
し
か
つ
両
立
さ
せ
よ
う

と
し
ま
す
。
①
の
個
人
の
自
由
・

権
利
は
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
②
の
政
治
的
な
議

論
・
決
定
は
民
主
主
義
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
立
憲

主
義
＝
法
に
よ
る
国
家
権
力
の
制

限
＝
個
人
の
（
自
由
・
権
利
の
）

尊
重
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
考
え

方
、
仕
組
み
と
い
え
ま
す
。

ラ
ン
ス
人
権
宣
言
）。
こ
れ
は
立

憲
主
義
に
基
づ
く
憲
法
を
意
味
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
次
回
以

降
で
立
憲
主
義
の
仕
組
み
な
ど
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 （
政
策
部
会
理
事
・
飯
田
 哲
夫
）

　「
権
利
の
保
障
が

確
立
さ
れ
ず
、
権
力

の
分
立
が
定
め
ら
れ

て
い
な
い
社
会
は
、

憲
法
を
持
つ
も
の
と

は
い
え
な
い
」（
フ

　
協
会
は
地
域
包
括
ケ
ア
検
討

委
員
会
の
第
２
回
会
合
を
４
月

　
日
に
開
催
。

１３　
前
回
委
員
会
で
は
京
都
府
の

担
当
課
よ
り
府
が
進
め
る
「
京

都
式
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

が
、
今
回
は
京
都
市
に
お
け
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
、

京
都
市
保
健
福
祉
局
長
寿
社

会
部
長
寿
社
会
課
課
長
・
塩

見
徹
也
氏
よ
り
説
明
を
き
い

た
。
　
塩
見
氏
は
、
京
都
市
に
お

け
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築

に
つ
い
て
は
２
０
１
２
年
度

か
ら
　
年
度
ま
で
の
３
年
間

１４

の
「
第
５
期
京
都
市
民
長
寿

す
こ
や
か
プ
ラ
ン
」
の
中
に

織
り
込
ん
で
い
く
の
で
、　１２

年
３
月
の
プ
ラ
ン
策
定
に
向

け
て
京
都
市
民
長
寿
す
こ
や

か
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
に
お

い
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。

　
京
都
府
が
今
年
度
予
算
で

進
め
て
い
る
京
都
式
地
域
包
括

ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

プ
ラ
ン
よ
り
１
年
前
倒
し
で
府

全
域
に
広
め
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
。
基
本
は
府
市
協
調
で
あ

り
、
取
捨
選
択
を
し
て
、
勉
強

し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う

姿
勢
。
府
の
動
き
か
ら
す
る
と

京
都
市
の
対
応
が
遅
い
か
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
他
の
政
令
市

と
比
べ
て
も
む
し
ろ
着
手
は
早

い
く
ら
い
、
と
の
見
解
を
示
し

た
。

　
読
売
新
聞
（
大
阪
本
社
発
行

版
）
で
連
載
さ
れ
た
「
医
療
の

こ
と
ば
」
が
、『
大
事
典
　
こ
れ

で
わ
か
る
！
医
療
の
し
く
み
』

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
新
書
と

し
て
は
異
例
の
５
４
８
ペ
ー
ジ

も
の
厚
み
が
あ
り
、
１
３
９
項

目
＋
用
語
集
を
収
載
す
る
。
一

般
患
者
の
立
場
か
ら
、
知
っ
て

お
く
べ
き
知
識
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

　
本
紙
で
「
続
記
者
の
視
点
」

を
連
載
中
の
原
昌
平
氏
が
著
者

代
表
と
し
て
「
あ
と
が
き
」
を

記
し
て
い
る
。「
日
本
の
医
療

の
し
く
み
が
基
本
的
に
よ
く
で

き
て
い
る
一
方
、
あ
ま
り
に
多

く
の
問
題
が
存
在
」
し
、
そ
の

た
め
に
「
医
療
の
し
く
み
と
課

題
、
実
情
を
多
く
の
国
民
が
理

解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

　
そ
う
い
う
視
点
か
ら
、
本
書

を
使
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
医
療

の
諸
問
題
を
総
覧
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

（
編
集
部
）

『
大
事
典
　
こ
れ
で
わ
か
る
！

医
療
の
し
く
み
』
読
売
新
聞
大

阪
本
社
　
定
価
１
４
０
０
円
、

中
公
新
書
ラ
ク
レ
　
年
３
月

１１

第
２
回
地
域
包
括
ケ
ア

検
討
委
員
会
の
も
よ
う

第
２
回
地
域
包
括
ケ
ア
検
討
委
開
く

京
都
市
の
対
応
状
況
を
き
く

本
の
紹
介

こ
れ
で
わ
か
る
！

医
療
の
し
く
み

大事典



京 都 保 険 医 新 聞 毎月５日・２０日・２５日発行第２７８５号 昭和２６年３月５日第三種郵便物認可 （６）２０１１年（平成２３年）５月２０日

開業に必要な情報が盛りだくさん鎧　新規開業予定者のための講習会
　度重なる診療報酬マイナス改定や患者負担増加で、開業から経営が黒字化するまでの期間が以前に
比して長くかかるようになってきています。このような状況下で開業を考えておられる先生方を対象
に、講習会を開催します。講師は、増患対策やスタッフ雇用対策で定評のある河原義徳社会保険労務
士です。スタッフの雇用問題は経営に直結します。優秀なスタッフを採用し、その能力を発揮しても
らうための雇用管理は医院の立ち上がりに大きく影響すると言っても過言ではありません。
　日　時　５月２８日（土） 午後３時～６時
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　内　容　①始めが肝心！スタッフ雇用の留意点（ひろせ税理士法人／株式会社ひろせ総研　特定社

会保険労務士　河原 義徳氏）②先輩開業医からのアドバイス（かねみつ内科クリニック院
長　金光 宣旭氏）③地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度について

　参加費　会員：無料、非会員：２，０００円（要申込　定員３０人）　　共　催　有限会社アミス
　　※すでに開業しておられる会員もご参加いただけます。
　

皆保険５０周年講演会 　皆保険制度成立の意義と歴史　
　世界保健機構（ＷＨＯ）は２０１０年度版の年次報告で、世界の全ての国に国民
皆保険制度の必要性を説き、日本はその成功例だと紹介しています。しかし
今、その制度が揺らいでいます。
　成立から５０周年を迎えた今年、なぜこの国で国民皆保険が成立しえたのか、
改めてその歴史と意義を振り返り、考えたいと思います。
　講　師　慶應義塾大学医学部医療政策・管理学教室教授　池上 直己 氏
　日　時　６月１１日（土） 午後２時３０分～４時４０分（開場２時）
　場　所　京都新聞文化ホール（中京区烏丸通夷川上ル　京都新聞社７Ｆ）
　　　　　地下鉄烏丸線「丸太町駅」下車⑦番出口を上がる
　参加費　無料（要申込　定員１５０人）
　共　催　京都府保険医協会　京都府歯科保険医協会
　後　援　京都新聞社
　申込先　京都府保険医協会

　　

ジャズを楽しむ会
　日　時　６月１８日（土）午後６時～８時（開場：５時３０分）
　場　所　「ル・クラブ・ジャズ」（中京区三条御幸町西北角　ありもとビル２階、緯０７５崖２１１崖５８００）
　演　奏　ジャズバイオリンの魅力　入山ひとみ（vln） 角田浩（org） 井上弘道（ts） 斎藤洋平（ds）
　参加費　５，０００円（フリードリンク・軽食付）、要申込（先着４０人）
　※終了後セッションタイムあり（セッションタイムの飲食代は各自負担）、楽器を演奏される方は
ご持参下さい（備考欄に楽器等をご記入下さい）

　※駐車場はありません。公共交通機関をご利用下さい。ご家族・従業員の方の参加も歓迎します。
　主　催　京都府保険医協会　　協　賛　有限会社アミス　京都府歯科保険医協会

　
松
村
博
が
拙
宅
に
２
回
来
て

く
れ
た
こ
と
は
前
に
書
い
た
。

昭
和
　
年
　
月
刊
行
の
松
江
高

３５

１０

校
同
窓
会
名
簿
に
よ
る
と
、
出

身
、
阪
工
通
信
　
年
卒
と
し
て

２２

あ
る
。
つ
ま
り
大
阪
大
学
工
学

部
通
信
工
学
科
を
昭
和
　
年
２２

卒
、
勤
務
先
は
特
許
庁
通
信
測

定
課
、
住
所
は
東
京
都
世
田
谷

区
と
記
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
申

請
さ
れ
た
特
許
を
審
査
す
る
仕

事
だ
っ
た
ら
し
い
。
ぼ
く
に
は

全
く
無
関
係
な
管
轄
だ
っ
た
。

　
阪
大
時
代
、
松
村
は
京
都
の

ぼ
く
の
下
宿
先
安
田
さ
ん
の
所

に
来
て
く
れ
た
。
ぼ
く
は
し
ば

ら
く
し
て
彼
の
住
む
大
阪
船
場

ま
で
行
っ
た
が
、
あ
い
に
く
彼

は
不
在
だ
っ
た
。
下
宿
は
松
村

の
父
の
商
売
上
の
付
き
合
い
の

方
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
か
ら

空
襲
が
は
げ
し
く
な
り
、
ぼ
く

は
大
阪
行
き
を
止
め
て
し
ま
っ

た
。
た
だ
文
通
は
続
け
て
い

た
。
安
田
さ
ん
方
で
の
話
だ
っ

た
ろ
う
か
。
松
村
が
ち
ら
り
と

洩
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
。
松
村

の
兄
が
下
宿
先
と
不
本
意
な
仕

事
の
や
り
と
り
を
し
た
。
ひ
そ

か
に
松
村
は
実
兄
を
非
難
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
松
村
は
い
い

男
だ
っ
た
。
純
情
と
い
え
ば
子

ど
も
っ
ぽ
い
が
、
あ
ん
な
友
人

は
以
後
な
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
松
村
が
第
２
回
目
に
来
た

と
き
、
ぼ
く
は
松
村
に
結
婚
を

す
す
め
た
。
彼
は
な
ん
で
そ
ん

な
こ
と
を
言
う
の
か
と
、
右
手

を
振
っ
た
。

　
そ
の
後
、
次
第
に
疎
遠
に
な

り
、
賀
状
だ
け
の
交
換
に
な
っ

て
い
た
頃
と
思
う
が
、
西
尾
準

二
と
梅
原
昇
の
連
名
で
、
京
都

府
宇
治
市
で
松
江
高
校
の
ク
ラ

ス
会
を
開
く
と
の
通
知
が
あ
っ

た
。
昭
和
　
年
頃
だ
っ
た
と
思

４５

う
。
電
話
で
連
絡
し
た
の
だ

が
、
西
尾
も
同
意
を
し
た
。

あ
っ
、
松
村
に
会
え
る
。
東
京

の
方
か
ら
の
出
席
者
は
少
な
い

だ
ろ
う
が
、
き
っ
と
松
村
は
来

る
。
彼
に
会
え
る
。
こ
う
信
じ

て
ぼ
く
は
め
っ
た
に
外
出
し
な

い
の
に
、
宇
治
ま
で
足
を
伸
ば

し
た
。

　
国
鉄
宇
治
駅
に
は
、
時
間
の

う
ち
合
わ
せ
は
し
て
い
た
ん
だ

が
、
梅
原
が
迎
え
に
来
て
い
て

く
れ
た
。
宿
は
い
い
所
だ
っ

た
。
背
後
に
宇
治
川
が
流
れ
て

い
た
。
集
ま
っ
た
の
は
梅
原

昇
、
西
尾
準
二
、
遠
藤
幸
雄
、

松
村
博
、
松
前
卓
爾
、
吉
村
友

三
郎
、
谷
口
謙
の
総
勢
７
人

だ
っ
た
。
も
う
ぼ
く
た
ち
は
中

年
で
、
最
初
は
松
村
の
人
別
が

つ
か
な
か
っ
た
。
や
っ
と
梅
原

に
教
え
ら
れ
、
や
は
り
小
柄
だ

谷口　謙（北丹） 　  ＜４８＞

再再
　
　
　
会会

６
月
の
相
談

６
月
の
相
談
室室

　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
協

会
事
務
局
へ
お
申
込
み
下
さ

い
。　
分
間
無
料
。

３０

◆
医
院
・
住
宅
新（
改
）築

　
６
月
８
日（
水
）午
後
２
時
～

　
担
当
＝
坂
本
建
築
士

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
６
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～

１６

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
法
　
律

　
６
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１６

　
担
当
＝
莇
弁
護
士

◆
雇
用
管
理

　
６
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１６

　
担
当
＝
本
宮
社
労
士

◆
経
　
営

　
６
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

２２

　
担
当
＝
花
山
税
理
士 フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 訃
　
報
 

　
安
藤
正
昭
氏
（
享
年
　
、
下

８３

京
西
部
）
４
月
　
日
ご
逝
去
。

１２

　
松
野
瑞
賢
氏
（
享
年
　
、
右

７５

京
）
５
月
　
日
ご
逝
去
。

１１

　
多
田
寛
氏
（
享
年
　
、
右
京
）

８０

５
月
　
日
ご
逝
去
。

１５

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

※○は受付日、◎は締切日。

　午前９時～午後５時。

6月のレセプト受取・締切

が
服
装
を
整
え
、
僅
か
昔
の
面

影
が
残
っ
て
い
た
。
重
要
な
地

位
に
つ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

た
し
か
に
貫
禄
が
つ
い
て
い

た
。
ぼ
く
は
思
う
ま
ま
松
村
と

話
せ
な
か
っ
た
。
席
も
離
れ
て

い
て
、
辛
う
じ
て
「
お
子
さ
ん

は
？
」と
だ
け
聞
い
た
。「
女
が

２
人
」
短
い
返
事
が
聞
き
出
せ

た
だ
け
だ
っ
た
。
も
う
ぼ
く
は

感
傷
の
狭
間
に
あ
っ
た
。
お
互

い
己
の
道
を
歩
か
ね
ば
な
ら

ぬ
。
懐
旧
は
終
わ
っ
た
。
だ
が

老
残
と
は
悲
し
い
も
の
だ
。
人

生
の
終
わ
り
に
近
く
、
古
い
感

傷
に
沈
む
の
を
許
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
昭
和
　
年
の
同
窓
会

４４

名
簿
で
は
、
松
村
の
住
所
は
三

鷹
市
、
仕
事
は
特
許
庁
審
判
部

審
判
長
と
あ
る
。

保
団
連
勤
務
医
交
流
会

　
日
　
時
　
６
月
５
日
（
日
）

午
前
　
時
～
午
後
３
時
　
分

１１

３０

　
場
　
所
　
兵
庫
県
保
険
医
協

会
会
議
室
（
神
戸
市
中
央
区
海

岸
通
１
丁
目
２－

　
神
戸
フ

３１

コ
ク
生
命
海
岸
通
ビ
ル
５
Ｆ
）

第
１
部
「
講
演
」

　
講
　
演
　「
現
場
が
変
え
る

日
本
の
医
療
」
和
田
努
氏
（
フ

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
Ｔ
Ｖ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

第
２
部
「
交
流
会
」

　
申
　
込
　
要
申
込
（
５
月
　２４

日
ま
で
京
都
協
会
で
受
付
）

　
※
勤
務
医
に
限
ら
ず
開
業
医

の
先
生
も
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

１３日（月）
労災

１０日（金）９日（木）基金
国保

◎◎○

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
小
児

科
医
に
と
っ
て
治
療
に
手
を
焼

く
疾
患
の
一
つ
だ
が
、
今
回
、

椛
島
健
治
先
生
に
皮
膚
科
医
の

立
場
か
ら
最
新
の
話
題
を
講
演

い
た
だ
い
た
。
皮
膚
の
機
能
や

病
態
が
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
だ

け
で
な
く
気
管
支
喘
息
を
含
め

た
他
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発

症
機
序
に
も
関
与
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
、
大
変
示
唆
に
富
ん

だ
内
容
で
あ
っ
た
。

　
小
児
科
医
は
皮
膚
を
症
状
の

発
現
部
位
と
し
て
捉
え
、
そ
の

色
調
や
皮
疹
を
疾
患
診
断
の
手

が
か
り
に
し
て
い
る
。
講
演
の

初
め
に
「
皮
膚
は
、
生
体
の
内

外
を
隔
て
る
人
体
最
大
の
臓
器

で
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
当
た
り

前
の
こ
と
な
が
ら
改
め
て
「
な

る
ほ
ど
そ
ん
な
捉
え
方
が
あ
っ

た
の
か
」、と
感
心
し
た
。以
下
、

講
演
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　「
我
々
は
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
・

カ
ビ
な
ど
の
外
敵
や
異
物
か
ら

皮
膚
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て

自
己
を
守
っ
て
い
る
。
過
剰
な

免
疫
応
答
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
を
は
じ
め
と
す
る
『
ア
レ
ル

ギ
ー
』を
引
き
起
こ
す
。
最
近
、

皮
膚
バ
リ
ア
機
能
を
司
る
フ
ィ

ラ
グ
リ
ン
遺
伝
子
の
異
常
が
　２０

～
　
％
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

５０
患
者
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
フ
ィ
ラ
グ
リ
ン
は

ケ
ラ
チ
ン
線
維
を
束
ね
る
タ
ン

パ
ク
で
、
角
層
細
胞
の
物
理
的

に
強
固
な
形
態
形
成
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
分

解
さ
れ
る
と
天
然
保
湿
因
子
と

し
て
作
用
し
、
角
質
水
分
保
持

や
　
 を
弱
酸
性
に
保
つ

pH
と
い
う
役
割
も
果
た
し
、

皮
膚
バ
リ
ア
機
能
に
お
い

て
重
要
な
働
き
を
し
て
い

る
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

の
み
な
ら
ず
、
気
管
支
喘

息
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
、
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
、

手
湿
疹
の
患
者
に
お
い
て

も
フ
ィ
ラ
グ
リ
ン
遺
伝
子

変
異
が
健
常
人
に
比
べ
有

意
に
高
く
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
→

気
管
支
喘
息
→
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
と
進
む
ア
レ
ル

ギ
ー
マ
ー
チ
と
い
う
考
え
方
は

　
年
代
に
提
唱
さ
れ
、
こ
の
よ

８０う
な
流
れ
が
存
在
す
る
こ
と
に

異
論
は
な
い
が
、
そ
の
発
症
機

序
に
関
係
す
る
の
は
食
物
抗
原

の
経
口
感
作
や
ダ
ニ
や
ホ
コ
リ

な
ど
の
吸
入
抗
原
な
の
か
？
　

皮
膚
バ
リ
ア
が
破
壊
さ
れ
た
状

態
で
は
、
経
気
道
的
で
は
な

く
、
む
し
ろ
経
皮
的
に
曝
露
さ

れ
感
作
が
成
立
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
風
に
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
今
後
は
、
フ
ィ

ラ
グ
リ
ン
遺
伝
子
変
異
の
早
期

診
断
や
バ
リ
ア
機
能
回
復
を
目

指
し
た
治
療
を
よ
り
早
期
に
行

う
こ
と
が
ア
レ
ル
ギ
ー
全
般
の

重
要
な
予
防
と
な
ろ
う
。」

　
講
演
の
最
後
に
、
皮
膚
の
組

織
像
を
３
次
元
で
示
し
た
大
変

美
し
い
ス
ラ
イ
ド
等
、
多
数
見

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
の
診
断
・
治
療
で
は

皮
膚
科
医
と
小
児
科
医
の
意
見

が
異
な
る
こ
と
も
多
い
が
、
互

い
の
研
究
成
果
を
学
び
あ
っ
て

明
日
の
診
療
に
役
立
て
て
い
き

た
い
。 
（
伏
見
・
辻
 幸
子
）

　
第
　
回
小
児
科
診
療
内
容
向
上
会
を
京
都
小
児
科
医
会
、

３６

日
本
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
株
式
会
社
、
保
険
医

協
会
の
共
催
で
４
月
２
日
開
催
、　
人
が
参
加
し
た
。
京
都

７２

小
児
科
医
会
理
事
で
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
京
都
支

部
審
査
委
員
の
木
﨑
善
郎
氏
が
「
保
険
点
数
の
留
意
事
項
と

最
近
の
審
査
事
情
」
を
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
皮

膚
科
学
准
教
授
の
椛
島
健
治
氏
が
「
診
療
向
上
に
結
び
つ
く

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
最
近
の
話
題
」
を
講

演
し
た
。

小
児
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

アアアアアアアアアアアアアア
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ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
学
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

　
人
が
参
加
し
た
小
児

７２科
診
療
内
容
向
上
会
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